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中国と多国間主義 
浅野亮（同志社大学法学部） 

多国間主義とは：（1）国家のグループでアドホックなやり方により政策の調整をすること 
（2）国際社会の基本的な価値や理念を受け入れること 

Ⅰ 前提 
  リアリズム：パワーの重視 → パワーのあいまいさ → 特質、経験、記憶に影響 
Ⅱ 中国の特質、経験、記憶 
  A. 中国は国家か （とくに国民国家(nation-state)といえるか） 
      （1）多民族の「帝国」？ （乾隆帝(1735-1795)「十全武功」） 
      （2）「中華システム」 ⇔ 国際システム（ウェストファリア体制） 
                  ウェストファリア体制：宗教戦争の終結装置とし

ての国家と国際体系の創出（穏健、主権平等） 
                  フランス革命とナポレオン戦争による変質（ナシ

ョナリズムの世俗宗教化） 
B. 記憶の「改変」？ 

      （1）「中華」観念の本格的創出（古田博司 説）：19－20 世紀 
      （2）多くの政治勢力の中から国民党と共産党が拡大（「レーニン主義」政党） 
      （3）清朝の領土を回復 ← 中華人民共和国の二重アイデンティティ 

イデオロギーは手段か？ 千年王国イメージ？ 
Ⅲ 中国の多国間主義 

A. アメリカ主導の国際社会への対応 
      （1）毛沢東による中国型近代化の挫折（大躍進、人民公社、文化大革命） 
      （2）中ソ対立（1960 年ごろから）、米中接近（1971 年） 
      （3）鄧小平による改革開放政策（1978 年～）：「戦争と革命」の終焉 

イデオロギー、階級 → 国家、「中華民族」へ（清朝への回帰？） 
B. ロー・プロフィール外交からの変化？ 
    （1）天安門事件（1989 年）、湾岸戦争（1991 年）、ソ連崩壊（1991 年） 
    （2）高度経済成長：地域パワーとして日本を追い越す？（2020 年） 
    （3）多国間主義の受容（進行中の現象の正当化？ 主動的な政策選択？） 
       a. 国際相互依存、グローバリゼーションの結果 
       b. 対米関係（非対称だが、アメリカの疑念が高まる） 

アメリカの疑念を最小限、また関係断絶しない交渉で（国際組織） 
         「緩衝地帯」または「多極化」：東南アジア、中央アジア、EU 
       c. 国内の多元化した政治アクター（とくに企業）の希望 


